
当
博
物
館
で
は
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
は
じ

め
鉄
道
関
係
資
料
（
品
物
）
の
収
集
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
コ
レ
ク
タ
ー
の

思
い
出
の
品
で
は
あ
る
け
ど
ご
家
族
に

と
っ
て
は
、
扱
い
が
分
か
ら
な
く
て
大

変
と
い
う
事
も
し
ば
し
ば
。
状
態
に
も

よ
り
ま
す
が
、
当
博
物
館
が
お
引
き
受

け
を
し
走
行
可
能
な
状
態
へ
整
備
を
し

て
い
ま
す
。
一
度
、
当
博
物
館
に
御
相

談
く
だ
さ
い
。

写
真
の
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
は
当
博
物
館
が
再

生
し
た
車
両
で
、
展
示
品
と
し
て
走
行

車
両
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

開館時期：3月1日から11月30日
開館時間：10時から15時（土日・祝日は16時迄）

乗車体験は10時から15時まで
入 館 料：高校生以上200円、乗車体験料100円/回
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～第２０号～
【コンテンツ】
○悲劇の汽笛
〇紹介コーナー

「
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

承
り
〼

」

ご
家
庭
に
あ
る
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
を
引
き
取
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

「
悲
劇
の
汽
笛
」

蒸
気
機
関
車
の
叫
び
の
声
が
伝
え
る
も
の

便
り

展示車両紹介（ピンク新幹線）

「悲劇の汽笛」と８６２０形蒸気
機関車（事故車両と同機種）

今
回
紹
介
す
る
ピ
ン
ク
新
幹
線
は
、
ミ
ニ

Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験
に
お
い
て
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
が
走
行

停
止
し
た
場
合
に
代
行
運
行
す
る
、
山
根
館

長
手
作
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
電
車
で
す
。
「
ピ

ン
ク
蒸
気
機
関
車
が
実
在
す
る
な
ら
ば
、
や

ず
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
博
物
館
で
は
新
幹
線
を
ピ
ン
ク

色
に
」
と
冗
談
か
ら
誕
生
し
た
１
両
で
す
。

最
近
で
は
機
関
士
の
腕
前
と
車
両
整
備
が

行
き
届
き
め
っ
た

に
運
行
す
る
こ
と

は
な
い
よ
う
で
す

が
、
ド
ク
タ
ー
イ

エ
ロ
ー
な
ら
ぬ
、

「
ラ
ブ
リ
ー
ピ
ン

ク
」
と
で
も
お
呼

び
く
だ
さ
い
。

昭
和
２
０
（
１
９
４
５
）
年
９
月
１
６
日
、
枕
崎
台
風
の
豪
雨
に

よ
り
因
美
線
津
山
行
き
７
０
１
列
車
、
鳥
取
発
４
時
５
０
分
、
用
瀬

発
５
時
２
８
分
、
用
瀬
～
因
幡
社
間
の
線
路
流
出
に
よ
り
走
行
中
の

蒸
気
機
関
車
「
４
８
６
３
４
号
」
が
千
代
川
に
転
落
す
る
大
惨
事
が

発
生
し
ま
し
た
。
脱
線
し
た
客
車
は
線
路
上
に
残
り
乗
客
は
無
事
で

あ
っ
た
も
の
の
乗
務
員
２
名
が
千
代
川
の
濁
流
に
の
み
こ
ま
れ
行
方

不
明
と
な
り
ま
し
た
。
事
故
後
、
引
き
上
げ
ら
れ
た
車
両
（
４
８
６

３
４
号
）
は
翌
年
（
昭
和
２
１
年
）
に
は
米
子
の
後
藤
工
場
で
解
体

さ
れ
、
そ
の
際
、
蒸
気
機
関
車
か
ら
取
り
外
さ
れ
た
汽
笛
は
遺
族
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

事
故
か
ら
半
世
紀
以
上
が
経
過
し
、
こ
の
「
悲
劇
の
汽
笛
」
は
地

元
の
国
鉄
関
係
者
の
加
賀
田
保
氏
（
９
０
歳
）
が
保
管
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
ご
縁
が
あ
り
当
博
物
館
が
譲
り
受
け
展
示
紹

介
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
悲
し
く
も
貴
重
な
品
を
大
切
に
保
管
し
、
汽
笛
に
こ
め
ら
れ

た
事
故
の
教
訓
を
皆
さ
ま
へ
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

C12形201号 C11形157号

上記赤丸部分が汽笛の設置位置
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